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特徴点を検出する方法について調べよ．

・モラベックのコーナー検出アルゴリズム

コーナーとは画像内に投影された物体の２つのエッジの交点であり，特徴点となり得る点である．コーナー検出法とは，コンピュータビジョンにおいて確実といえる特徴点を抽出し画像の中身を推測するための手法である．
このアルゴリズムは画像の各ピクセルを検査し，ピクセル(座標)を中心とし周りのパッチ(範囲を持った座標を範囲とする四角形)が，近傍の多く重なるパッチとどの程度似ているかを考慮してコーナーかどうかを調べる．類似度はパッチの差分の2乗和(SSD)によって計測される．低い数値は類似性が高いことを指す．

ピクセルが同程度の強度の範囲内ならば，近傍のパッチは類似している．ピクセルがエッジ上にあれば，エッジと直交する方向にある近傍のパッチは大きく異なって見えるが，エッジと等方向にある近傍のパッチは小さな変化として検出される．ピクセルが全ての方向に異なった特徴点上にあれば，近傍のパッチはどれも類似しない．

コーナーの強さはパッチと近傍のパッチ（水平，垂直と2つの対角線方向）のSSDの最小値として定義される．この数値が極大であれば特徴点が存在するということになる．

このアルゴリズムの大きな問題の1つは等方的でない，すなわち近傍のエッジと方向が異なるエッジが存在した場合には，特徴点として検出されないことである．
　下図では赤や青の枠線がパッチであり，その中心が注目しているピクセルである．
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2.直線エッジのパラメータを求める方法について調べよ．

・キャニー法

画像のエッジとは，画素値が急峻に変化する点のことを表す．キャニー法とは，ゼロ交差法とエッジの勾配(画素値の変化の大きさ)を利用し，エッジを検出する方法である．ゼロ交差法は，一つのエッジに対し正負のピークを探し，2つのピークの間で値がゼロとなる点を結んで境界線とし，濃度が急激に変化する地点を探し出すエッジ検出のことである．エッジの勾配は，そのゼロ交差法で得られた地点が本当にエッジかどうか精査するために用いる．
ゼロ交差法画像は，ピクセルを最小単位としており，ピクセルはそれぞれが縦および横方向で表わす一意の座標値を持つ．座標 (x, y) の情報は画素値のみである．よって画像は，画素値を従属変数とする xおよびyの関数 f(x, y) と考えることができる．座標 (x, y) におけるエッジの強さは，近傍の画素から局所的な画素値の変化を数値で表す．よって，エッジの強さを求めるには，微分を用いる．ただし，ディジタル画像は離散的な値をとるため，近傍画素との差分または一階線形の偏微分に基づく勾配を求めるための畳込み演算を用いる．
画素値の変化が「急峻である」とは，微分で求めたエッジの強さが変化することを意味する．したがって，二階線形の編微分に基づくオペレータによる演算の結果として，ゼロではない値を持つ箇所，その近傍に存在する値がゼロの点（ゼロクロス点）にエッジがあると言える．
